




























これは EDTA-Na およびクエン酸 Na がプロテアーゼ活性を阻害したためと予想している。第四章
では，塩化カルシウムがアカアマダイ落とし身の加熱ゲル形成能に及ぼす影響について検討してい
る。50mmol/kg 以上の CaCl2添加でゲル化した。60ºC 加熱時のアカアマダイ落とし身ホモジネート
中の TCA 可溶性ペプチド量は 1-5mMCaCl2存在下で増加したが，その後濃度依存的に減少した。加














最終試験は 2 月 22 日に行われた。審査委員一同出席の下，まず，学術論文は 1 編が第 1 著者と
して公表済みであることを確認した。合同セミナーについて，規定の学習時間および出席回数を満
たしていることを確認した。 大学院海洋科学技術研究科が指定した研究者倫理教育を修了してい
ることを確認した。学術論文は英語，博士学位論文は日本語で書かれており，かつ，国内外の学会
において英語で発表しているため，語学については問題ないと判断した。また，申請者に対して，
論文内容について最終確認のための質疑応答を行い，その内容は十分であった。一方，専門知識に
ついては公開発表会(2月 22日)当日の質疑や予備審査時でのディスカッションを含め十分であると
審査委員一同確認した。 
以上から，申請者について論文審査，最終試験とも合格と判定した。 
